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 本研究領域は、2011 年３月に発生した福島第一原子力発電所の事故を受け

て、放出された放射性核種の拡散・輸送・沈着・移行過程の実態とメカニズ

ムを研究・解明し、さらに、長期的な汚染状況の変動を予測しようとするも

のである。国が先導する取組が既に進行しているが、それとは別にボトムア

ップの視点から実施する本課題の重要性は大きい。 

 大気、海洋、陸水による物理・化学過程及び生態系への移行など、放射性

核種の様々な循環の影響や相互作用を明らかにするために、放射化学、地球

化学、大気科学、海洋科学、水文地形学、生態学、森林科学など、多岐にわ

たる分野の研究者が連携した計画となっている。本研究領域では、国のモニ

タリングより広い研究領域を対象としており、領域終了後も研究継続を想定

した 10 年の長期計画になっている。学術的にも色々な観点からデータをとっ

て研究をすることに意義がある。時宜を得た研究領域であり、新しい異分野

融合として定着することを期待する。 

 これらの目的の達成には、大気、海洋、土壌、植生等の多領域を結合した

システムの環境動態に対してどのような新しい知見がもたらされるのか、考

えられる多数のサブシステムモデルを検証するためにはどのような測定が必

要か、等が重要な課題となる。震災を契機として新しい融合研究領域が形成

されることによって、これら課題の解決への端緒を開くことができると期待

される。また現状では、環境動態に特化した組織構成になっているが、今後

の進捗状況によっては医学系領域などを公募研究として取り込むことによっ

て新たな展開を図ることも可能である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


